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調査の経緯 昭和47年、l9jH香村平Illにある窃松琢占fnか 1頂下約2.SmのI如荏1こ、凝灰む切石を組み合わせた石

ら、色あざやかな男女の人物群1象や匝叶、n11、.i,藩 くの 掃 1蔚笙I怯一艮さ266m．幅I・03m荘さ ll3m）があり 、

照9iが発見され、全囚1こ驚きと感動を与えました。 そのI9jllt/1よLを3四 ii［後の臥さでつき[91めた倣総ェ法で

このftlT(な峡面を保存するため、文化／rは昭和51年9こ 築かれています。1n丘は中世以降1こ炸々に削り取られて 、

保存施設を述設し、増画の修理と定期点検を継絞 してき 下段の1n丘ははとんど失われ、上段のtn丘も直径ISmli

ました。 しかしながら現在石廓l勺への虫の佼人とカピ どに小型化しています。符に項丘の北東斜面は 、大きく

の発生が、収直保存9こ深刻な,,態をもたらしています。 附段状に削られています。

このため 、「同宝窃松汲古9n壁穂1桓久保存対策」検討 閥溝： 北から東の項斤艇部に、 9B3m前後、深さO.Sm

の一mとして ，30年ぶりにtpnの発掘講究を尖施するこ 以上の溝が残っていました。溝底は南に傾斜しており 、

とになりました。潟査には奈文研｀橿巧IIJt、明n杵村が 地形の利い北を起点に、 1J1丘裾1こそって束llilこ溝を巡ら

共岡してあたり 、壁画保＃1J影響を 'j・えないように、巨 せ、尾根筋の水を丘陵―Flこ排水した厖設と巧・えられます。
'"いヽゃ

大な仮設覆朕内で発拙11業を進めています。 西捐のJふI溝は 、畑地造成1こよってii箪されていました。

が^調査成果 tnJi・ ：東llilこ延ぴる丘陵の緩やかな内斜i針に築 lfll：這物： ii代と中世の土器 1瓦器）が出土しています。
'J.→がん令ら

茄された古tnl9、これまで直径18m、窃さ5.4mのFIれと 、59nの下の遺物＆含庖から 7/11;紀中頃の上器が、版築の
ふん 9•9 9● 『●,-今 9 A 9ふ'

与えられてきました。今但1、1J1丘裾をめぐるIA1溝の発見 最下府から藤原宮／りI1694-710年）の須恵器蓋が出上し、

により 、直径が23mのIJ111'1である ことがわかりました。 ，＇；れ の築造時期を推定する布｝）な手がかりとなりました。

また版築の観寮から、 tn丘が 1；下二段に分かれ、 上段の まとめ 瀾介によってtn丘の規換や形態、古1J1の築造）i法

'":径が約18m1こなる可能性が考えられます。 や後世の改変の状況が1月らかになりました。今匝）の調介：

rn丘は、南の丘陵下からみると 8m以上の存さがあり 1戊北は、喉樋iの恒久保存力法を検討する上で、重要な基

ますが、北の周溝底lfilからの店 さは3・6Inはどです。 沢沢科となります。 (2005年2/l)


